
（別紙様式４－２）                                                 （特別支援学校用） 

県立松橋東支援学校  令和４年度（２０２２年度）学校評価表 
１ 学校教育目標 

生命の尊重・深い愛情を基盤に、幼児児童生徒一人一人の個性や特性を大切にして可能性を最大限に伸ばし
豊かな感性を育み、主体的・自立的に生きていこうとする 幼児児童生徒を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）安全で安心な教育環境の整備 
（２）子どもたちの可能性を伸ばし、夢の扉を開く教育活動の充実 
（３）家庭や地域、関係医療機関との信頼関係と連携の強化 

 

３ 自己評価総括表 
評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 

経営方針
等の具現
化 

本年度の重点
目標、具体的
な努力点等の
確実な実践 

・安全で安心な
教育環境の整
備に向け、学校
での事故を０
にする。 

・ヒヤリ・ハット事
案はすぐに全体で
共有し、再発防止
策を確認するとと
もに、事故の未然
発生に努める。 

B 

・１月末現在、１７件のヒヤ
リ・ハット事案があり、職
員間で再発防止策を確認し
た。大きな事故は１月末現
在、０件である。引き続き
事故の未然防止に努めてい
く必要がある。 

働きやす
い職場環
境づくり 

働き方改革を
推進すること
ができたか。 

・月の残業時間
が４５時間
を越える職
員の平均人
数を昨年度（
1.2人）以下
にする。 

 

・職員アンケートを
もとにした業務改
善に関する研修会
を実施し、すぐに
改善できる点や次
年度に向けた改善
点等について改善
を図る。 

B 

・月の時間外勤務時間が４５
時間を越える職員の平均人
数は１月末現在で1.2人（管
理職除くと0.4人）である。
全職員の平均時間外勤務時
間は５月以外は昨年度を下
回っており、平均すると約
１９時間（昨年度約２４時
間）である。次年度に向け
更なる改善を図って行く必
要がある。 

地域への
理解啓発 

信頼される学
校関係づくり 
 
 

・地域ボランテ
ィアグループ
等との連携し
学習の充実を
図る。 

 
 
 
･近隣幼稚園、学
校、支援学校や
児童生徒の居
住地校との相
互理解を図る。 
 

・定期的に本の読み
聞かせや演奏会、
ゲストティーチャ
ー（地域人材）と交
流の機会を設定す
る。直接交流が難
しい場合は、ＤＶ
Ｄやオンライン等
交流方法を工夫す
る。 

・事前の打ち合わせ
を十分に行い、幼
児児童生徒が関わ
り合うことができ
る活動内容、活動
形態を工夫する。 

B 

・１月末までに、本の読み聞か
せ会を８回、校内コンサート
５回、ゲストティーチャー（
陶芸）１回、調理交流（オン
ライン）１回等を実施するこ
とができた。次年度に向け、
更なる直接交流の機会を設
定していく必要がある。 

・幼稚部３回、小学部６回、中
学部２回の交流及び共同学
習を行うことができた。小学
部３回以外はオンラインで
の交流であったが、ゲーム大
会等、内容を工夫し、実施す
ることができた。 

病院等関係機
関との連携強
化 
 
 

･幼児児童生徒
の現状と目標
について、関係
する３つの病
院とケース会
議や情報共有
を密に行いな
がら、具体的な
支援につなげ
る。 

・管理職、学部主事主 
任、担任等それぞ 
れの立場で日々病 
院と情報共有を行 
う。 

・得た情報を個別の
教育支援計画や指
導計画に記述する
とともに、各担任
同士や学部全体で

B    

・校内での出来事について、日
頃から病棟や保護者にすぐ
に伝えることを意識した。
入退院の際に行われる支援
会議にも積極的に参加し、
学校での様子を伝えること
ができた。 

・校内では学部会等で子ども
の様子を共有することで、
必要な支援を職員間で連携



必要な支援を共有
していく。 

して行うことができた。 

授業の 
充実 

教育課程 教育課程・教
育内容の適正
化 
 
 
 

・幼児児童生徒
の的確な実態把
握に基づいた教
育課程を編成す
るとともに、指
導内容や評価の
充実を図る。 

・担任や複数の職員
での実態把握や保
護者との面談、各
病院及び前籍校と
のケース会議、訓
練見学等を通して
的確な実態把握や
情報共有を行う。 

・教育課程及び教育
内容の見直しを各
学部で定期的に行
い、教育課程検討
委員会で、学校全
体の動きや学部間
の系統性について
検討する。 

・各教科における３
観点での目標設定
や評価、評価の２
期制を実施し改善
を図りながら授業
実践に繋げる。 

 
 

    
 
 
 
B 
 

・日頃から職員間での情報共
有や保護者と個別面談や電
話での対話及び関係医療機
関と面談やケース会議等を
実施することで、幼児児童
生徒の実態や情報の共有を
図り、授業に活かすことが
できた。 

・各教育課程の学習グループ
ごとの評価や学期毎のアン
ケート結果をもとに職員間
で話し合い、次年度に向け
た幼児児童生徒一人一人に
応じた教育課程を編成する
ことができた。 

 
・具体的な目標設定をもとに
授業実践、評価、授業改善と
サイクルを回すことができ
た。通知表の見方や内容等
については各担任が保護者
に対して、丁寧に説明をし
ていく必要がある。 

授業実践 授業の充実 
 
 
 
 

・全職員が授業 
実践事例を出
し合い、グル
ープ研等にお
いて、ねらい
や指導内容手
だて等につい
て、意見交換
を行い授業改
善に努める。 

・実践テーマの内容
をもとにグループ
を編成し、よりニ
ーズにあった意見
交換ができるよう
にする。 

・グループ研ででた
意見や課題を全体
で共有し、必要に
応じて、全体研修
等で取り上げ、実
践に活かせるよう
にする。 

B 

・前期、後期で実践事例レポー 
ト研修を計画し、年間５回実
践事例意見交換のグループ
研を実施した。テーマの近
い職員同士で悩みを共有し
解決策等を話し合い、実践
に活かすことができた。 

・事後アンケートをもとに、必
要な研修を検討し、グルー
プ研前にミニ研修を実施し
た。 

・教師の立場でのＩＣＴ活用
の有用性は分かったが、子
どもの立場での学力向上や
学習評価として活用できた
かは検証が必要だった。 

ICT活用の促
進 
 
 
 

・学校情報化優
良校の認定を
受ける。 

 

・学校情報化チェッ
クリストで洗い出
した本校課題につ
いて校内研修等で
取り上げ、改善を
図る。 

・ＩＣＴ支援員と連
携し、ＩＣＴ活用
についての相談が
気軽にできるclas
sroomを立ち上げ、
職員全員で情報を
共有できるように
する。 

A 

・学校情報化優良校の認定を
受けることができた。 

・チェックリストの結果、プロ
グラミング教育についての
研修の必要性が分かり、外
部講師を招いての研修を実
施したことで、プログラミ
ング教育に関しての知見が
深まった。 

・classroomを活用して、ICT機
器の不具合の相談や周辺機
器活用の相談等を自主的に
行う様子が見られた。 

研究の推
進 

実践的研究の
推進 
 
 
 

・グループ研、
情報研修等を
計画的に設定
し効果的なＩ
ＣＴ機器の活

・研究のねらい、年
間スケジュール等
を４月中に全体に
周知し職員が見通
しをもって取り組

A 

・最初の全体研修で、年間計画

を周知し、変更点等もその都

度周知することができた。 

・グループ研の前のミニ全体



用という視点
をもった授業
づくりの取組
を推進する。 

めるようにする。 
・グループ研の前に
その日のグループ
研のねらい等を説
明し、研究に対し
ての職員の意識向
上を図る。 

・実践レポートを実
践集としてまとめ
学校ホームページ
に掲載する。 

研で活動内容を確認、また、

各グループに、研究部員１人

と司会兼アドバイザー（主事

・主任等）を配置し、意見交

換の充実を図ることができ

た。 

・事後アンケート「研修は有意

義だったか」の項目で、「非

常に有意義、有意義」の合計

が、年度当初77％から100％

に上昇した。「授業改善に役

立ちそうか」の項目で、「非

常に役立った、役立った」の

合計が、年度当初 84.6％か

ら93.3％に上昇した。 
・実践レポートをHPと情報教
育に特化したclassroomにア
ップし、共有することができ
た。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

将来を見
据えた取
組 

キャリア教育
の視点に立っ
た授業の実践
と改善 
 

・キャリア教育
についての理
解、浸透を図
る。 

・児童生徒一人一人
のライフステージ
に応じてキャリア
発達スキルの育成
ができるように、
内容や実践例等を
示す。 

B 

・子どもの実態に応じた方法 
で授業を行ったり、キャリ 
アパスポートを作成したり 
することができた。 

・キャリアパスポートを全職 
員で共有できるように、保 
存先を提示するなどして工 
夫をする必要があった。 

進路情報
・研修 

進路情報の収
集と発信の推
進 
 
 

・本人、保護者、
教職員のニー
ズのもとに進
路情報を発信
する。 

・年度当初に進路希
望調査を行い児童
生徒の進路希望を
把握した上でニー
ズに合った進路便
りを学期毎に発行
する。 

・保護者、教職員の
ニーズに合わせた
進路研修会を実施
する。 

B 

・年度当初に進路希望調査を 
行い、学部に合わせた内容 
の進路便りを学期毎に発行 
することができた。 

・職員にアンケートを実施し 
て研修内容の希望を把握し 
卒業後の生活、就労に関す 
る進路研修を行った。 

・保護者への進路研修会参加 
の呼びかけが十分ではなか 
った。 

高等学校
（高等部
）進学に
関する進
路指導 

進学に関する
情報の収集・
発信及び進路
指導の充実 

・生徒の進路実
現に向けての
体制をつくり
進める。 

・関係職員と進路実
現に向けての役割
を明確にし、タイ
ムスケジュールや
手順を示す。 

・チェック表を活用
して進める。 

B 

・出願の可能性がある学校の 
資料等を迅速に取り寄せ、
円滑に準備を進めることが
できた。 

・タイムスケジュールやチェ 
ック表を活用し、事前に役 
割分担やするべきこと、準 
備物等の確認ができた。 

生徒 
(生活) 
指導 

安全で安
心な教育
環境 

危機管理対策
の充実 
 
 
 

・緊急時の手順
情報伝達、役
割等機能する
組織の充実を
図る。 

・食物アレルギ
ー、摂食指導
等の専門性向
上を図る。 

・危機管理マニュア
ルに関しては、訓
練実施後見直しの
視点に沿った改善
を図り、最新にし
ていく。 

・研修を実施するこ
とで、専門性を高め
る。 

A 

・危機管理マニュアルは、訓練
実施後に反省を行い、改善
に努めることができた。ま
た、年度末に見直しや確認
を行い、最新にしていく作
業ができている。 

・摂食指導に関する研修を実 
施することができた。次年 
度は、アナフィラキシーシ 
ョックの対応について研修 
を予定している。 



環境整備 校舎内外の安
全管理及び環
境整備 
 
 

・安全安心な学
習環境に努め、
不備があれば
早急な改善対
策を考える。 

・毎月の安全点検を
基本に、その都度 
結果を周知し、早
急な対応を事務部
と連携して行う。 

・コロナ感染対策の
報連相を全職員協
力して取り組む。 

A 

・毎月の安全点検は、その都度 
結果を周知し、早急な対応を
事務部と連携して行うこと
ができている。 

・コロナ感染対策では、検査キ
ットを頂けたので、各職員
安心して職務を遂行するこ
とができた。 

 

人権 
教育の 
推進 

人権に関
する実践
と研修等 

人権尊重の視
点に立った授
業実践力の向
上 
 
 

・重点月間の取
組をとおして
人権尊重の視
点に立った職
員の実践力の
向上を図る。  

 

・「第三次とりまと
め」を活用して個
々の課題や授業目
標を明確にした授
業実践を行う。 

・「人権コーナー」や
「人権だより」を活
用することで、情報
の発信や共有化を
図る。 

 
 
 
 
B 

・「第三次とりまとめ」につい
ては、県のデジタル教材等
を活用することで、分かり
やすく、効果的な説明につ
ながった。 

・なかなか知る機会の少ない
人権教育の実践について、
理解や周知を促す一助とな
った。 

職員研修の充
実 
 
 
 
 

・年間を通じた
研修会をとお
して、職員の
人権に関する
知識理解の深
まりや人権感
覚の高まりを
推進する。  

 

・充実した実践につ
なげるため、互い
のレポートを読み
合わせるグループ
別研修会を実施す
る。 

・アンケートにより
職員のニーズを把
握した上で、主体
的に参加できるよ
うな全体研修会を
実施する。 

 
 
 
 
 
B 

・グループ別の研修会をとお
して、職員間で有効なアド
バイスを共有し合ったり、
他学部の状況を確認したり
する機会となった。 

 
・事前にアンケートを実施し
たうえで、研修会の内容を
決定したことで、主体的に
研修会に参加することがで
きた。 

「命を大
切にする
心」を育
む教育 

豊かな感性を
育み、知識理
解を深めるた
めの教育実践 
 
 

･授業をとおし
て、自分や友
だちの良さを
認め合い、思
いを伝え合え
るような学校
・学級づくり
に努める。  

 

・重点月間の取組を 
中心に、個に応じ
た「育てたい資質 
・能力」を明確に
した授業を実施す
る。 

・人権コーナーを活
用し、授業の目標
や子どもたちの学
習の様子を分かり
やすく紹介する。 

・交流及び共同学習
をとおして、人と
かかわったり絆を
深めたりする喜び
を実感する機会に
する。 

 
 
 
 
 
 
B 

・事前に「第三次とりまとめ」
の研修を行ったこともあり
各学部やグループの実態に
即した授業が実施できてい
た。 

 
・１２月の取組については、多
数の写真を使って壁面を構
成したことで、子どもたち
にとっても関心を引きやす
かった。 

いじめ
の防止
等 

いじめの
未然防止
及び早期
発見 

いじめの防止
と子供たちの
より良い関係
づくり 
 
 
 

・子ども同士が
互いを知り、
より深くよさ
や頑張りを知
る機会を設定
する。 

・いじめ防止対策委 
員会を年３回実施 
し、気になる子ど 
もの様子と対応に 
ついて専門家に意 
見を仰ぐとともに 
全職員で共通理解 
を図る。 

・毎月１回、執行委
員会を中心に全校
集会をひらき、子
どもの発表やがん
ばる姿、誕生日等

 
 
 
 
B 

・毎学期実施した心のアンケ 
ートの結果報告や対応、各 
学部での取組について外部 
専門員から助言をいただい 
た。委員会以外でも気にな 
る事案があるときは全職員 
で周知した。今後もより迅 
速に情報共有し、対応でき 
るように工夫していく。 

・全校集会ではみんなにスポ
ットが当たるように誕生日
を紹介したり、お互いの学
習の様子を知るために、が



を紹介して仲間意
識を高める。 

んばり動画を視聴したりし
た。アットホームな雰囲気
を大切に実施することがで
きた。 

学校と家庭セ
ンターとの連
携 
 
 
 

・幼児児童生徒
が安心して楽
しく学校生活
を送れるよう
学校・家庭・セ
ンターが情報
を共有し、子
ども理解を深
める。 

 

・いじめ防止に関わ
る資料等を家庭
やセンターに配
付し、いじめ防止
についての啓発
を行う。 

・幼児児童生徒の作 
品展示について機
会を増やしたり、
情報を発信したり
することで、学校
での学習の様子に
ついて知ってもら
える機会を設定す
る。 

B 

・いじめチェックシートや家 
庭教育１０箇条等を、各家 
庭と療育センターに配布し 
た。気になることがあった 
ときの窓口に関して、年度 
当初にPTA総会で伝えるだ 
けに留まっていたので、ホ 
ームページに載せたり、各 
学部のお便りに掲載したり 
して周知するべきだった。 

・美術芸術作品を中心にフォ
トコンテスト作品なども療
育センターに一定期間展示
させていただいた。校外の
作品展にも複数出品し、本
校の教育活動や子どもたち
の学習の様子を知っていた
だくことができた。 

センタ
ー的役
割の推
進 

センター
的役割の
推進 

教育相談等へ
の適切な対応
及び教育相談
の推進 
 
 

・各校からのニ
ーズに応じた
巡回相談や研
修等に対応す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・上益城地域連
携協議会事務
局校として適
切に業務を遂
行する。 

 
 
 

・事前の電話等での
情報収集を詳細に
行い、部内で事前
準備・事後の実施
状況の確認、支援
の妥当性について
確認しながら、相
談校との継続的な
連携を図る。 

・校内支援体制を確
認の上、巡回相談
員の育成のため、
複数支援での巡回
相談に取り組む。 

・相談内容によって
オンラインでの相
談、研修を実施す
る。 

・月に１回は、各学
校の状況をメール
電話で把握する。 

・上益城教育事務所
松橋西支援学校及
び上益城療育セン
ターと連携協議会
実務担当者会、巡
回相談員会議を通
して情報共有する
と共に、日頃から
メール、電話等で
連携を密に行う。 

B 

・小中高校の相談件数は昨年
度と比較すると１，５倍（約１
６０件）と増加した。 
 
・相談件数が増えたことで、部
内で事前・事後の状況の確認
がうまく機能するこが難し
かった（書面での確認が多か
った）。 

 
・複数人での巡回相談は、予算
や校内支援体制等の理由か
ら難しかった。 

 
・オンラインでの相談は２回
実施した。今後も小中高への
理解啓発を図っていきたい。 

 
 
 
 
・教育事務所等との連携は、電
話やメール等で情報共有が
密にできたことで、上益城連
携協議会、指導力向上研修会
就学前説明会等も滞りなく
実施できた。 

地域連
携（ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸｰ
ﾙなど） 

総合型Ｃ
Ｓを通じ
た地域と
の連携 

コミュニティ
・スクールの
充実 

・学校のビジョ
ンを家庭、地
域、関係医療
機関と共有し
社会に開かれ
た教育課程を
目指す。 

・本校の教育活

・学校運営協議会に
おいて本校におけ
る現状や課題等を
明確化し各委員か
ら助言や御意見等
を学校経営に反映
させる。 

・創立５０周年記念

B 

・学校運営協議会は、第１回は
対面で開催することができ
委員の方々と直接意見交換
できた。委員の方からいた
だいた意見を行事や日常生
活に落とし込み、地域の方
々、近隣校との関わりを深
めた。交流及び共同学習で



動を地域や関
係医療機関等
に十分広報し
本校の理解啓
発を図る。 

式典に向けて本校
紹介記事等を新聞
等の報道機関に依
頼する。 

・校内外の作品展等
に出品し、理解啓
発を図るとともに
学校新聞等を豊福
・当尾校区に回覧
する。 

・学校HPのブログ「
松東ダイアリー」
において、日々の
教育活動の様子を
随時伝える。 

は、昨年度実施できなかっ
た直接交流も小学部では実
施できた。事前、事後の打ち
合わせをこまめに行いなが
ら、互いの子どもたちの学
びを深めることができた。 

・創立５０周年記念式典、及び
三校合同作品展等の地域に
発信する企画を実施するこ
とができた。それらの行事
や日々の学校生活でのトピ
ックを発信するために、学
校新聞、学校ＨＰの充実に
つとめ、日々の活動の様子
を発信することができた。 

 
 
 

４ 学校関係者評価 
・地域とのつながり重要となるため、松橋東支援学校の子どもがここにいることを発信し、つながりを持って
ほしい。 

・コロナ禍でオンラインによる交流でできるようになったこと、できないことがあったと思う。利便性を生か
しながら子どもをどこにつなぐか、１つの大きなシステムとして活用してほしい。 

・子どもの可能性を高める方法（eスポーツ、オンライン交流等）を工夫するとともに、子どもだから見える視
点もあるのではないか。子どもの情報発信力を高めてほしい。 

・交流及び共同学習では事前・事後学習もあり、子ども同士が寄り添う姿もあった。 
・地域のプールでの活動等、回数を増やしてもいいのではないか。直接交流は良い機会と考える。 
・防災は避難ばかりに目が向きがちであるが、初期消火等、初期対応も重要である。 
・転出入が多い中、子どもたちの可能性をのばしていく取組に感謝したい。パスミーティング等、夢や希望を
考える取組も大切だと考える。 

・子どもたちが色々な経験ができるのも安心・安全があってのことだと思うので安心・安全を第一に考えて取
り組んでいただきありがたい。今後も子どもたちの可能性を引き出してほしい。 

・ICT活用の面で学校情報科優良校の認定を受けて、十分に取り組んでいると思う。今後もICTの重要性が増し
ていくと想像されるので、更なる活用促進を期待する。 

・ICT活用による学校情報科優良校の認定は子どもたちの将来を見据え、意思表明等の手段獲得にもつながって
いくであろうと希望を感じた。 

・地域支援については今後も需要が高まってくると予想される。多くの職員が経験を積んで地域への支援の取
り組んでほしい。 

・地域支援は重要な役割であり、特別支援教育は今後も重要な役割となっていくと考える。専門性向上のため
の研修をがんばってほしい。 

・地域支援を具体的にどのように行っているか（特にオンライン相談など）伺いたい。 
・コロナ渦で近隣校との直接交流や共同学習が難しいこともあったかと想うが、オンラインを活用しながらも
交流を行えたことがとても良かったと思う。 

 

５ 総合評価 
（１）本年度の教育目標・重点目標について 

ア 安全で安心な教育環境の整備 
   ・１月末までに、１７件のヒヤリ・ハット事例はあったものの、大きな事故は起こっていない。 
   ・保護者アンケートでは「子どもは、健康で安全な学校生活を送っている。」について「そう思う６４

％」「ややそう思う３６％」の回答だった。 
   ・引き続き、学校事故０を目指し、事前に事故が予見される事案に素早く対応し、事故の未然防止に努

めていく。 
イ 子どもたちの可能性を伸ばし、夢の扉を開く教育活動の充実 

   ・保護者アンケートでは「授業を通して、子どもの力が高まってきている。」について「そう思う５６
％」「ややそう思う４０％」「あまりそう思わない４％」の回答だった。 

   ・昨年度まで、自立活動の取組について研究を進めてきた。今年度は幼児児童生徒の可能性を更に伸ば
していくために、ICT活用について研修を推進し、学校情報化優良校の認定を受けることができた。 

   ・１月末現在で、転入６８件、転出５５件、計１２３件（昨年度１１７件）の幼児児童生徒の転出入が
あった。今後も保護者アンケートの「そう思う」の割合が更に高まるよう、一人一人に応じた指導・
支援の充実を図っていく。 



ウ 家庭や地域、関係医療機関との信頼関係と連携の強化 
   ・保護者アンケートでは「教師は保護者と十分に連携し、保護者の思いに誠意を持って対応している

。」について「そう思う７６％」「ややそう思う２０％」「あまりそう思わない４％」の回答だっ
た。 

   ・今後もより、学校と家庭の連携強化に向けて、オンラインを活用した学級懇談会等の実施等の方策
を検討するとともに、関係医療機関との定期的な情報交換会等で連携強化を図っていく。 

 
２ 自己評価総括表について 
 ・今年度は、創立５０周年記念式典に向けて、地域のボランティアグループの方等と定期的に松東ファミリ

ーコンサートを開催したり、地域の方とフラワーアートを制作したりするなど交流を深め、無事に創立５
０周年記念式典（Ⅰ部：式典、Ⅱ部：松東ファミリーコンサート）を終えることができた。 

 ・創立５０周年記念式典に向けて制作した作品やその他の作品、フォトコンテストの写真等は校内やこども
総合療育センターでの展示会を開催することができ、学習の様子を啓発することができた。 

 ・近隣校との交流及び共同学習も幼稚部３回、小学部６回、中学部２回実施することができた。昨年度は全
てオンラインで実施したが、今年度は小学部３回は直接交流も実施でき、児童の普段見ることのできない
生き生きとした表情を見ることができた。また、中学部ではオンラインでeスポーツの交流も行うことがで
きた。今後も、オンラインの良さは引き続き継続するとともに、直接交流の機会も設定していく。 

 ・緊急搬送訓練、火災避難訓練、希望の里合同避難訓練等の各種訓練を重ね、改善点を危機管理マニュアル
改訂に活用するとともに、ヒヤリ・ハット事例を共有することで危機管理意識を高めるようにした。その
結果、１月末現在の保健室の来室数も昨年度３９２件から今年度は２５８件と減少している。 

 ・地域支援に関して、１月末現在の担当の上益城地域の小、中、高等学校からの相談件数は約１６０件と昨
年度の１．５倍となっており、本校の地域支援のニーズの高さを示している。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１）転出入者増への対応 

・１月末現在で、転入６８件、転出５５件、計１２３件（昨年度１１７件）の幼児児童生徒の転出入があ
った。昨年度から微増ではあるが、月ごとの平均在籍者数は昨年度約３３人から今年度は約３８人（最
大４６人）と増加している。学部を超えて指導・支援体制を整える場面も多かったため、効果的な指導
・支援体制を検討していくとともに、転出入業務について、一部の職員の負担増とならないよう、業務
の分担を図っていく。 

（２）授業の充実に向けた対応 
  ・これまでの自立活動に関する取組は継続しつつ、次年度は各教科等の指導の充実に向けた取組も検討し

ている。各教科等の指導、自立活動、双方の指導の充実に向けて、効果的な研究体制を検討していく。 
（３）働き方改革の推進 

・月の時間外勤務時間が４５時間を越える職員の平均人数は１月末現在で1.2人（管理職除くと0.4人）で
ある。全職員の平均時間外勤務時間は５月以外は昨年度を下回っており、平均すると約１９時間（昨年
度約２４時間）である。次年度から校務支援システムも導入されるため、更なる職員間の業務の効率化
に向け取り組むとともに、一部職員への業務負担の偏りを減らすため、分掌事項、担当業務の見直しを
図り、業務の平準化を進めていく。 

（４）地域支援体制 
  ・小、中、高等学校からの相談件数は約１６０件と昨年度の１．５倍となっているが、校内の指導・支援

体制のため、複数職員で巡回相談に出かけることは難しかった。オンライン相談時に複数で対応するな
ど、地域支援ができる本校職員の専門性向上にも努めていく。 

 


